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四
一
三
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利
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動
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の
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四
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○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
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完
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四
一
四

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

　

山
梨
県
登
山
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
安
全
登
山
推
進
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
六
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

富
士
山
安
全
登
山
推
進
区
域

　

1　

安
全
登
山
推
進
区
域
の
名
称　

富
士
山
安
全
登
山
推
進
区
域

　

2
�　

安
全
登
山
推
進
区
域
の
区
域　

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県
道
富
士
精

進
線
を
南
東
に
進
み
泉
ヶ
滝
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
富
士
山
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
と
を
結
ぶ

登
山
道
を
南
東
に
進
み
富
士
山
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
に
至
り
、
同
所
か
ら
吉
田
口
登
山
道
を
南
進

し
吉
田
口
下
山
道
出
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
下
山
道
を
南
東
に
進
み
標
高
二
千
五
百
九
十
メ
ー

ト
ル
の
等
高
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
標
高
二
千
五
百
九
十
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
を
南
東

に
進
み
小
富
士
側
に
あ
る
山
梨
県
と
静
岡
県
と
の
境
界
線
の
西
端
と
須
走
口
登
山
道
八
合
目
と
を

結
ぶ
直
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
直
線
を
西
進
し
須
走
口
登
山
道
八
合
目
に
至
り
、
同

所
か
ら
吉
田
口
下
山
道
を
南
西
に
進
み
金
明
水
井
戸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
富
士
山
頂
周
回

線
道
路
と
山
梨
県
と
静
岡
県
と
の
境
界
線
と
の
交
点
と
を
結
ぶ
直
線
を
西
進
し
同
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
山
梨
県
と
静
岡
県
と
の
境
界
線
を
西
進
し
大
沢
崩
れ
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
御
中
道

を
北
及
び
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
の
う
ち
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
か
ら

泉
ヶ
滝
に
至
る
県
道
富
士
精
進
線
、
泉
ヶ
滝
か
ら
富
士
山
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
に
至
る
登
山
道
、

富
士
山
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
吉
田
口
下
山
道
出
口
に
至
る
吉
田
口
登
山
道
、
吉
田
口
下
山
道

出
口
か
ら
同
下
山
道
を
南
東
に
進
み
標
高
二
千
五
百
九
十
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
と
の
交
点
に
至
る

吉
田
口
下
山
道
及
び
大
沢
崩
れ
右
岸
か
ら
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
に
至
る
御
中
道
を
除
く
区
域

二　

八
ヶ
岳
安
全
登
山
推
進
区
域

　

1　

安
全
登
山
推
進
区
域
の
名
称　

八
ヶ
岳
安
全
登
山
推
進
区
域

　

2
�　

安
全
登
山
推
進
区
域
の
区
域　

赤
岳
山
頂
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
山
梨
県
と
長
野
県
と
の
境

界
線
を
南
東
に
進
み
小
天
狗
分
岐
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
牛
首
山
山
頂
と
を
結
ぶ
直
線
を
南

西
に
進
み
牛
首
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
美
し
森
山
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
東
に
進
み

八
ヶ
岳
横
断
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
南
西
、
西
及
び
南
に
進
み
天
女
山
山

頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
西
、
南
及
び
西
に
進
み
観
音
平
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
雲

海
展
望
台
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
北
進
し
雲
海
展
望
台
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
押
手
川
分
岐
と

を
結
ぶ
登
山
道
を
北
進
し
押
手
川
分
岐
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
編
笠
山
山
頂
と
を
結
ぶ
登
山

道
を
北
進
し
編
笠
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
県
と
長
野
県
と
の
境
界
線
を
北
東
、
北
及
び

北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
の
う
ち
、
牛
首
山
山
頂
と
美
し
森
山
山
頂
と
を
結

ぶ
登
山
道
と
八
ヶ
岳
横
断
歩
道
と
の
交
点
か
ら
天
女
山
山
頂
に
至
る
八
ヶ
岳
横
断
歩
道
を
除
く
区

域

三　

南
ア
ル
プ
ス
安
全
登
山
推
進
区
域

　

1　

安
全
登
山
推
進
区
域
の
名
称　

南
ア
ル
プ
ス
安
全
登
山
推
進
区
域

　

2�　

安
全
登
山
推
進
区
域
の
区
域　

鋸
岳
山
頂
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
山
梨
県
と
長
野
県
と
の
境

界
線
を
北
西
に
進
み
鋸
岳
三
角
点
ピ
ー
ク
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
大
岩
山
山
頂
と
を
結
ぶ
直

線
を
北
東
に
進
み
大
岩
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
駒
岩
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
東
進
し
駒

岩
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
雁
ヶ
原
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
北
東
に
進
み
雁
ヶ
原
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
所
と
錦
滝
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
東
に
進
み
錦
滝
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
不
動
滝
と

を
結
ぶ
直
線
を
南
東
に
進
み
不
動
滝
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
神
蛇
滝
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
東

進
し
神
蛇
滝
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
旭
滝
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
北
東
に
進
み
旭
滝
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
所
と
竹
宇
駒
ヶ
岳
神
社
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
東
進
し
竹
宇
駒
ヶ
岳
神
社
と
笹
ノ
平
分

岐
と
を
結
ぶ
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
笹
ノ
平
分
岐
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
西
に
進
み
笹

ノ
平
分
岐
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
御
座
石
鉱
泉
と
を
結
ぶ
直
線
を
南
東
に
進
み
御
座
石
鉱
泉

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
青
木
鉱
泉
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
進
し
青
木
鉱
泉
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
所
と
林
道
小
武
川
支
線
と
御
所
山
山
頂
に
至
る
登
山
道
と
の
交
点
と
を
結
ぶ
直
線
を
南
東
に

進
み
同
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
御
所
山
山
頂
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
東
に
進
み
御
所
山
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山
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梨
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公
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第
二
千
八
百
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
八
月
六
日

四
一
四

山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
御
所
山
・
青
木
鉱
泉
分
岐
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
進
し
御
所

山
・
青
木
鉱
泉
分
岐
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
千
頭
星
山
山
頂
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
西
に

進
み
千
頭
星
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
苺
平
分
岐
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
西
進
し
苺
平
分

岐
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
杖
立
峠
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
南
東
に
進
み
杖
立
峠
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
所
と
鷲
ノ
住
山
登
山
道
と
南
ア
ル
プ
ス
林
道
と
の
交
点
と
を
結
ぶ
直
線
を
南
西
に
進
み
同

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
野
呂
川
吊
橋
と
を
結
ぶ
鷲
ノ
住
山
登
山
道
を
西
進
し
野
呂
川
吊

橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
南
ア
ル
プ
ス
公
園
線
を
東
及
び
南
に
進
み
奈
良
田
第
一
発
電
所
に
至

り
、
同
所
か
ら
早
川
町
道
奈
良
田
大
門
沢
線
を
西
進
し
同
町
道
と
県
道
南
ア
ル
プ
ス
公
園
線
の
中

央
線
か
ら
西
側
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
お
い
て
引
い
た
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県

道
南
ア
ル
プ
ス
公
園
線
の
中
央
線
か
ら
西
側
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
お
い
て
引
い
た
線
を
南

進
し
県
道
雨
畑
大
島
線
の
中
心
線
か
ら
北
側
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
お
い
て
引
い
た
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
雨
畑
大
島
線
の
中
心
線
か
ら
北
側
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
お

い
て
引
い
た
線
を
西
進
し
老
平
ゲ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
半
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
円
の
反
時
計
回
り
の
弧
の
線
を
進
み
同
円
と
早
川
町
道
奥
沢
老
平
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
同
町
道
の
西
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
布
引
山
山

頂
と
を
結
ぶ
登
山
道
を
西
進
し
布
引
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
県
と
静
岡
県
と
の
境
界
線

を
北
進
し
三
峰
岳
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
県
と
長
野
県
と
の
境
界
線
を
北
西
、
北
東
及
び

北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

公　
　
　

告

◉　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県

民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
六
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
五
日

二�　

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　

1　

名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
さ
ひ

　

2　

代
表
者
の
氏
名　

昆
善
起

　
3　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　

山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
村
山
北
割
八
十
六
番
地
六

　

4
�　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　

こ
の
法
人
は
、
地
域
で
暮
ら
す
障
が
い
者
に
、
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
の
総
合
的
支
援
事
業
を
行
い
、
障
が
い
者
が
自
分
ら
し
く
豊
か
に
生
活
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
と
障
が
い
者
の
自
立
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
力

し
、
地
域
と
社
会
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
障
が
い
者
問
題
に
対
す
る
社
会
的
理
解
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

縦
覧
期
間　

平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

◉　

換
地
処
分
の
実
施

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
万
力
地
区
万
力
第
三
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日

実
施
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
六
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
八
月
六
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
新
井
五
十
八
番
か

ら
六
十
番
ま
で
、
六
十
一
番
二
、
六
十
二
番
二
、
六
十
三
番
一
、
七
十
一
番
一
、
七
十
一
番
五
、
七

十
三
番
及
び
七
十
四
番
の
区
域

二�　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
二
百
三
十
七
番
一　

山
中

湖
村
長　

高
村
文
教


